
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○自然・環境・人間にやさしい集落づくり
み ん な

１．集落協定の概要

市町村･協定名 宮崎県東臼杵郡門川町 牧山
ひがしうすきぐんかどがわちょう まきやま

協 定 面 積 田 畑（100％） 草地 採草放牧地
11.6ha みかん

交 付 金 額 個人配分 50％
90万円 共同取組活動 農道・排水路維持管理費用 39％

50％ 保健休養機能を活かした都市住民との交流活動費用 6％（ ）
事務費 5％

協定参加者 農業者 7人

２．取組に至る経緯

本集落は、農業生産活動等を通じ国土の保全や水源の涵養などの多面的機能を発揮し

ているが、傾斜地が多いことから担い手不足や高齢化による耕作放棄の増加が懸念され

ていた。

このため、本集落の持つ多面的機能を確保することを目的とし、集落住民が一致協力

して今後５年間に取り組むべき活動として、新規就農者を確保することで将来にわたる

持続的な農業生産活動を目指すとともに、都市住民との交流を通じたグリーン・ツーリ

ズムに取り組み、集落の活性化を図ることとした。

３．取組の内容

、 。平成12年に集落協定を締結し 農道・排水路の管理を中心に積極的に取り組んできた

平成17年度からの２期対策においては、若い後継者の受け入れ体制の整備と集落内の

みかん畑が持つ保健休養機能を活かした都市住民との交流活動の実施に取り組んでい

る。

都市住民との交流活動については、隣接する庵川東地区と牧山地区において平成17年

11月に設立された集落営農組織と連携して「遠見山ウォーキング＆みかん狩り」等を19

、 、 、年から毎年実施しており 毎回 リピーターを含む多数の都市住民が町内外から参加し

好評を得ている。

今後も、牧山地区の自然環境を活かした都市住民との交流活動を積極的に実施してい

きたいと考えている。

ウォーキング みかん狩り



［集落の将来像]
、 、 。○ 地域における問題点としては 極早生みかんの価格低迷による収入の減少 後継者不足が挙げられる

それらの問題点の解決策として、①中晩柑類の導入による少量多品目生産、②豊かな周辺環境や農用
地の持つ保健休養機能を活かした都市住民との交流の実施、③後継者の確保等を目標とする。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 協定内の農道・排水路等については協定参加者全員の参加による草刈、泥上げを年３回実施する。協
定外の農道・水路についても適宜管理を実施する。
農地法面の崩壊を未然に防止するため、定期的な点検を実施する。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 畑11.6ha 周辺林地の下草刈り 新規就農者の確保（ ）
（約2.5a、年１～２回） （0人→1人）

個別対応
共同取組活動 共同取組活動

水路（３km 、農道（５km））
の管理 草刈り（年３回） 保健休養機能を活かした都市住

民等との交流（みかん狩り等の
共同取組活動 観光農園やウォークラリーの開

催）

農地法面の定期的な点検 共同取組活動

共同取組活動

集落外との連携
○集落営農組織（隣接する庵川東地区と牧山地区の農業者で設立）と連携し、集落内
の豊かな自然環境を活かしたグリーン・ツーリズム事業を行なう。

４．取組による変化と今後の課題等

草刈や農道の管理、定期的な点検等を実施する中で、協定参加者は本集落の持つ国土

の保全や水源の涵養などの多面的機能を再認識するとともに、グリーン・ツーリズム事

業を通して、都市住民等と交流することで集落の活性化や農地保全に対する意識啓発を

図ることができた。

今後は、後継者の確保や効率的な農業経営を課題として、集落マスタープランで目標

とした集落の将来像の実現に向け取り組みを実施していく。

［平成21年度までの主な成果］

○ 集落営農と連携した都市住民との交流活動による地域の活性化

・H19ウォークラリー&みかん狩り(約50名)、H20ウォーキング(約40名)、

H21ウォーキング&みかん狩り(75名)

・柳餅づくり体験(H19約40名、H20約90名、H21約100名)

○ 新規就農者の確保 １名




